
●除雪作業にご協力ください
●ご存じですか　地籍調査
●募集　しめなわ作り教室
●ノロウイルスによる食中毒の予防
●衆議院議員総選挙 、最高裁判所裁判官

国民審査　　【投票日 12月14日㈰】
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○強い農業づくり支援事業
　　　　　　　     　1 億 1,183 万 3 千円
地域の認定農業者が共同利用できるライスセン
ター（※）の整備に対する補助を行いました。

※収穫した稲の乾燥と脱穀調製作業を同時に行うことので
きる施設

○緊急経済対策住宅リフォーム促進事業
　　　　　5,851 万 5 千円

経済対策の一環として、市内経済の活性化や雇
用創出を図るため、住宅リフォームに対する助
成を行いました。

○フィルムコミッション事業
　　　　　　　　　　　   　251 万 7 千円

映画撮影の誘致や撮影支援を行うフィルムコミッ
ション室を新たに設け、本市で撮影された映画の
ロケ地マップの作成と広報宣伝を行いました。

彦根市の財政

平成 25 年度の一般会計
の決算額は、歳入が 436 億
7,833 万９千円、歳出が
411 億 3,764 万 2 千円と
なり、前年度と比べ、歳入で
10.0％の増、歳出で 8.6％
の増となりました。

また、特別会計・企業会
計は左表のとおりとなりま
した。
問い合わせ先　 財政課☎ 30-

6107、FAX22-1398

平成25年度に取り組んだ主な事業
その他   文化・文化財の分野

○特別史跡「彦根城跡」保存整備事業
　　　　　2 億 8,180 万 1 千円

彦根城跡の公有地化を図るため、旧木俣屋敷や
滋賀大学弓道場敷地を購入しました。

○「名勝　玄宮楽々園」保存整備事業
　　　　　　　   　　5,004 万 6 千円
玄宮園「魚

ぎょ

躍
やく

沼
しょう

」の護岸整備工事を行いました。
○歴史まちづくり事業　　2,163 万 2 千円

旧彦根藩足軽組の辻番所や足軽屋敷（善
せ

利
り

組
ぐみ

・旧
磯島家住宅）の保存整備を行いました。

○世界遺産登録推進事業　　232 万 7 千円
彦根ユネスコ協会と連携しながら、彦根城の世       
界遺産登録に向け、市民の皆さんと一緒に盛り
上げていくための活動を行いました。

   都市基盤・環境の分野

○彦根駅東土地区画整理事業　   
　　　　　　　　　　      7 億 8,046 万円

湖東圏域の新たな玄関口にふさわしい土地利用
　とまちづくりを進めるため、引き続き彦根駅東
　地区の整備を行いました。
○ JR 稲枝駅舎改築および駅周辺整備事業   

                                 2,575 万 1 千円
湖東圏域南部の玄関口として、誰もが使いやす
い東西連絡自由通路を備えた駅舎の改築や東西
駅前広場などの整備に着手しました。

○低炭素社会構築事業　　2,539 万 2 千円
避難場所となる公共施設（人権・福祉交流会館）に、
災害による停電時も利用可能な蓄電池付き太陽
光発電施設の設置を行いました。

一般会計
歳入額 歳出額

436億 7,833万 9千円    411億 3,764万２千円

特別会計
歳入額 歳出額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

休日急病診療所事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

会計名

104億 8,850万 6千円 98億 7,343万 4千円

63億 2,512万 8千円 60億 6,612万 5千円

3,598万 5千円 3,100万 5 千円

2億7,579万1千円 2億7,579万 1千円

67億 1,463万 1千円

10億 1,328 万 　　円

企業会計
病 院 事 業

水 道 事 業

110億 2,947 万 6千円 114億 4,110万 1千円

22億 6,991万 9千円 27億 4,858万 3千円

67億 1,033 万 1 千円

10億　 133万3千円

人権・福祉・安全の分野

○福祉医療費助成事業
　　　　　　　　　　6億8,480万1千円

乳幼児福祉医療費助成制度のうち、入院費を無
料とする対象を中学校修了前まで拡充しました。

○地域医療支援センター整備事業　   　　
　　　　　　　　　　5億1,778万6千円

地域の医療資源の役割分担と連携を強化するた
め、一次救急体制や在宅医療の中核的な機能を
担う彦根市保健・医療複合施設（愛称 " くすのきセ
ンター "）を整備しました。

○発達支援推進事業　　　  277 万 3 千円
発達障害がある人に対して、乳幼児期から就学
期以降まで、保健や福祉、医療、教育、就労など
の各機関の連携による支援を行うための中核的
機能を果たす発達支援室を新たに設置しました。

生涯学習・産業の分野

○佐和山小学校グラウンド整備事業　   
　　　　　　　　　　    1 億 57 万 6 千円

佐和山小学校グラウンドの拡張整備工事を行い
ました。

○国際理解教育推進事業　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　3,610 万 2 千円

新たに、英語教育指導員を配置し、小学校での
英語に慣れ親しむ機会を増やし、中学校では英
語科の指導改善や教職員への指導を行いました。

○湖東定住自立圏学校給食センター整備事業
　　　　　　　　　　　　  2,769 万 1 千円
中学校給食の実施に向けて、学校給食センター
の整備を開始しました。

○土地開発公社解散経費　   　　　　　　
　　　　　　　　　18 億 6,788 万 6 千円

彦根市土地開発公社解散プランに沿って、第三
セクター等改革推進債（国が創設した特別な地方債）
を活用し、同公社が抱える債務の代位弁済（彦根
市が代わりに返済すること）を行いました。このよ
うに彦根市土地開発公社を解散し、財政の健全
化を図りました。

○市民体育センター耐震補強工事　　　　
　　　　　　　　　　　　6,135 万 7 千円

市民体育センターの第１競技場の耐震補強工事
を行いました。

○コンビニ交付事務　　　　   3,140 万円
休日、市役所業務時間外を
問わず、全国のコンビニで
住民票、戸籍謄本、税証明
等が交付できるコンビニ交
付を開始しました。

次世代育成・市民交流の分野
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財政の健全化に
関 す る 指 標
区 分

①は彦根市の健全化判断比率を示し、
②は彦根市の公営企業などにおける資
　金不足比率を示しています

①健全化判断比率（％）

12.18

算定数値

早期健全化基準

財政再生基準

①実質
　赤字比率

②連結実質
　赤字比率

③実質公債
　費比率

④将来
　負担比率

20.00 30.00

17.18

10.0

25.0

35.0

54.6

350.0

区 分

②資金不足比率（％）

下水道事業特別会計

算定数値

20.0

農業集落排水事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

経営
健全化基準

20.0

20.0

20.0

彦根市の算定数値は、
いずれも基準以下に
なっています 収

支
の
状
況

自
治
体
の
決
算
収
支
を
あ
ら
わ

す
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
過

去
最
高
の
約
20
億
７
、
１
５
１
万

５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
１
）。

こ
れ
は
、
議
会
費
、
労
働
費
、

商
工
費
、
消
防
費
と
い
っ
た
歳
出

が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と

に
加
え
、
歳
入
で
は
市
税
、
繰
越

金
と
い
っ
た
自
主
財
源
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

実
質
収
支
に
つ
い
て
は
、
昭
和
33

年
以
降
毎
年
黒
字
で
す
。

貯
金
の
状
況

自
治
体
の
貯
金
に
あ
た
る
基

金
積
立
金
の
普
通
会
計
現
在
高

は
、
約
81
億
９
、
３
６
９
万
２
千

円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
約
13
億

４
、
５
３
０
万
６
千
円
増
加
し
ま

し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。
主
な
要
因
は
、

財
源
調
整
機
能
を
持
つ
財
政
調
整

基
金
が
、
約
11
億
４
、
０
７
１
万

２
千
円
の
増
加
と
な
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り
の

基
金
積
立
金
は
、
前
年
度
よ
り
１

万
２
千
円
増
の
約
７
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

借
金
の
状
況

自
治
体
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

の
普
通
会
計
現
在
高
は
、
約
３
５

４
億
５
、
８
５
８
万
９
千
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
約
29
億
７
、
５

１
２
万
２
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
（
グ
ラ
フ
３
）。
主
な
要
因
は
、臨

時
財
政
対
策
債
を
22
億
７
、
４
５

５
万
４
千
円
発
行
し
た
た
め
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は
、
も
と
も

と
地
方
交
付
税
の
一
部
で
、
国
の

財
源
不
足
か
ら
、
国
と
地
方
が
折

半
で
借
入
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
後
年
度
に
支
払
う
元
金
と
利

子
は
、
全
額
交
付
税
で
支
払
わ
れ

る
こ
と
か
ら「
交
付
税
の
後
払
い
」

と
も
言
わ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
市
債
残
高
は
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
に
伴
う
建
設
事
業
の
増
加
や

土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
た
め
、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
を

発
行
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
よ
り

29
億
７
、
５
１
２
万
２
千
円
増
の

２
１
１
億
５
、
７
０
６
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

ま
た
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
２
万
６

千
円
増
の
約
31
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

財務
状況

連
結
財
務
書
類
４
表
の
公
表

　

財
産
と
将
来
負
担
を
適
切
に
把
握
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

企
業
会
計
の
複
式
簿
記
に
よ
る
会
計
手
法
に
合
わ
せ
、
資
産
や
負
債
、
資
金

な
ど
を
ま
と
め
た
財
務
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
通
じ
、
市
財
政
の
実
態
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

資 金 収 支 計 算 書
項 目 普 通 会 計

行政活動における資金（現金）の増減内訳を示しています

263億　 548万円
96億 9,350万円①経常的収支

△19億 7,367万円

72億 1,942万円

支出（人件費・社会保障給付など）
収入（地方税・国県補助金など）

②公共資産整備収支

支出（公共資産整備支出など）
収入（国県補助金・地方債など）

支出（貸付金・地方債償還額など）

③投資・財務的収支

A翌年度繰上充用金増減額

収入（貸付金回収額・地方債発行額など）

B当年度歳計現金（資金）
　増減額①＋②＋③
C期首歳計現金（資金）残高

D期末歳計現金（資金）
　残高Ａ＋B＋C

359億 9,898万円

52億 4,575万円

△70億 2,915万円

76億 2,907万円
5億 9,992万円

6億9,068万円

18億 5,500万円

25億 4,568万円

（平成25年4月１日～平成26年3月31日）

連 結

128億 7,585万円

660億 3,942万円
789億 1,527万円

△21億 9,368万円

94億 2,985万円
72億 3,617万円

△85億 5,834万円

110億 7,062万円
25億 1,228万円

21億 2,383万円

88億 5,456万円

109億 7,839万円

純資産変動計算書
項 目 普 通 会 計

①期首純資産残高
（平成25年度貸借対照表の純資産合計）

（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

貸借対照表の純資産の部（今までの世代が負担してきた
部分）の変動について、1年間の増減を示しています

245億 　826万円

1,203億 5,500万円

②純経常行政コスト

③一般財源

④補助金等受入（国庫支出金、県支出金）

⑤その他（上記以外の理由による増減）

期末純資産残高（①～⑤の合計）

△310億 4,146万円

88億 4,660万円

1億2,076万円

1,227億 8,916万円

連 結

1,523億 7,704万円

△403億 8,693万円

245億 1,267万円

190億 8,453万円

△9億8,738万円

1,545億 9,993万円

決算からわかる

※連結した一部事務組合・広域連合は９つあり、次のとおりです。彦根市犬上郡営林組合、彦根市米原市山林
組合、彦根市米原市造林組合、大滝山林組合、滋賀県自治会館管理組合、彦根愛知犬上広域行政組合、滋賀
県市町村職員研修センター、滋賀県市町村交通災害共済組合、滋賀県後期高齢者医療広域連合。

連結の範囲について
彦根市
普通会計
＋

特別会計
公営企業会計

一部事務組合
広域連合（※）

彦根市土地
開発公社

第三セクター
㈶彦根市事業公社
彦根総合地方卸売市場㈱
㈱四番町スクエア
㈱夢京橋（　　　　　　　） ＋ ＋ ＋

15億 7,419万

9千円

6億9,275万
2千円

0
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20億 7,151万
5千円
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貸 借 対 照 表
借 方

道路、建物や土地などの資産と、それに要
した負債と財源との関係を示しています

1,420億
4,909万円

159億
7,028万円

67億
8,805万円

（平成26年 3月 31日現在）

1,648億　
　742万円

投資等

流動資産

資産合計

[純資産の部 ]

純資産

負債・
純資産合計

貸 方

1,227億
8,916万円

1,648億
　742万円

公共資産
[資産の部 ]

負債
[負債の部 ]

項 目 普 通 会 計 連 結

2,458億
7,991万円

項 目 普 通 会 計 連 結

420億
1,826万円

1,124億
　 581万円

70億
4,855万円

1,545億
9,993万円

140億
7,728万円

2,670億　
　574万円

2,670億
　574万円

行政コスト計算書
項 目 普 通 会 計

コストと受益者負担である使用料などの収入を示しています

62億 1,683万円人にかかるコスト
（職員給与、退職手当など）

経
常
行
政
コ
ス
ト
（
Ａ
）

合 計

物にかかるコスト
（物品購入、光熱費など）

移転支出的なコスト
（補助金、社会保障給付など）

その他のコスト
（公債費の利子など）

91億 4,119万円

174億 9,555万円

4億9,034万円

333億 4,391万円

経
常
収
益
（
Ｂ
）

施設使用料や手数料など 23億　245万円

純経常行政コスト
（A) ー (B)

310億 4,146万円

（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

連 結

国民健康保険料、介護保険料など

病院事業収益、下水道使用料など

その他特定事業サービス収入

合 計

120億 7,524万円

185億 1,483万円

454億 1,031万円

29億 7,914万円

789億 7,952万円

145億 9,544万円
47億 8,388万円

131億 1,898万円
60億 9,429万円

385億 9,259万円23億　245万円

403億 8,693万円

400

50

100

150

200

250

300

350

0

5

10

15

20

25

30

35

200

250

195億２,123万円

211億 5,706万
6千円

（億円）

0 平成 25 年度平成 23 年度 平成 24 年度

181億 8,194万
4千円

150

グラフ１
実質収支

グラフ2
貯金（基金積立金）

グラフ４
借金からの臨時財政対策債を除いたもの

グラフ３
借金（市債の普通会計現在高）
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と
も
に
生
き
る 

あ
た
た
か

い
ま
ち 

彦
根
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
同
９
日
は
障
害
者
週
間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
障
害
福
祉
課　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る

人
や
障
害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め

の
週
間
で
す
。

彦
根
市
で
は
「
み
ん
な
が
と
も

に
生
き
る　

安
心
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち　

彦
根
」
を
基
本
理
念

と
し
た
「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
誰
も

が
支
え
合
い
、
共
生
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

彦
根
市
在
住
の
選
手
が
出
場
し
た

競
技
結
果

第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
）

▼
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
彦
根
市
か
ら
３
人
が
出
場
）

　

第
４
位

▼
陸
上
競
技　
（
彦
根
市
か
ら
１
人

が
出
場
）

　

砲
丸
投
げ　

第
１
位

　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー　

第
２
位

２
０
１
４
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
夏
季
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
福
岡

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
彦

根
市
か
ら
４
人
が
出
場
）

　

第
１
位
（
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅲ
）

▼
卓
球
競
技
（
彦
根
市
か
ら
１
人
が

出
場
）

　

第
５
位

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
、
障
害
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所

を
表
彰
し
ま
し
た

　
口市
商
工
課

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る

月　日 場 所
平成27年
１月14日㈬
　～同16日㈮

１月24日㈯

時　間

  ９ ： ００～１２ ： ００

１３ ： ００～１７ ： ００

  
９ ： 3０～１2 ： 0０

１３ ： 0０～１６ ： ００

　税務課
（市役所２階）

グリーンピア
ひこね
（清崎町）

個
人
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）

の
給
与
か
ら
の
天
引
き（
特
別

徴
収
）
を
徹
底
し
ま
す

 

口市
税
務
課

滋
賀
県
と
県
内
の
市
町
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
納
税
者
の
税
負

担
の
公
平
性
確
保
と
法
令
遵
守
の

た
め
に
、対
象
の
事
業
所
（
個
人
事

業
主
も
含
む
）
を
「
特
別
徴
収
義
務

者
」
に
指
定
し
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
対
応
で
き
る
事
業
所
に
在
職
中

の
従
業
員
の
個
人
市
・
県
民
税
（
住

民
税
）
を
給
与
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
し
て
納
付
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員
は
、
平
成
28
年
度
ま

で
に
原
則
と
し
て
個
人
市
・
県
民

税
（
住
民
税
）
を
給
与
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
の
方
法
で
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
個
人
で
納
付
し
て
い

た
人
は
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
人

給
与
所
得
が
あ
り
、
個
人
市
・

県
民
税
（
住
民
税
）
が
課
税
と
な
る

人
で
、４
月
１
日
現
在
事
業
所
（
特

別
徴
収
義
務
者
）
か
ら
給
与
の
支
払

を
受
け
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
退
職
や
休
職
な
ど
に

よ
り
給
与
の
支
払
が
な
い
な
ど
、

一
定
の
理
由
に
該
当
す
る
人
は
除

き
ま
す
。

彦
根
市
で
特
別
徴
収
義
務
者
指
定

の
対
象
と
な
る
事
業
所

従
業
員
（
他
市
町
村
に
在
住
す
る

人
も
含
む
）の
総
数
が
３
人
以
上
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る

事
業
所
。

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

個
人
納
付
（
普
通
徴
収
）
の
人
は
、

６
月
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
給
与
か
ら
の
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
の
人
は
、
５
月
に

特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を
事

業
所
に
送
付
し
、
事
業
所
か
ら
従

業
員
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

▼
個
人
納
付
（
普
通
徴
収
）
は
納
期

が
年
４
回
で
す
が
、
給
与
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
場
合
は

年
12
回
に
な
る
た
め
、
１
回
当

た
り
の
支
払
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

▼
従
業
員
は
毎
月
、
給
与
か
ら
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
た
め
、

納
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
税
の
た
め

に
金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
く
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
流
れ

①
事
業
所
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与

支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
と
同

じ
様
式
）
と
納
税
者
が
提
出
す

る
確
定
申
告
書
な
ど
に
基
づ
き
、

各
市
町
村
に
て
個
人
市
・
県
民

税
（
住
民
税
）
額
を
計
算
し
ま
す
。

②
税
額
計
算
さ
れ
た
後
、
５
月
中

旬
に
、
各
事
業
所
に
従
業
員
一

人
ひ
と
り
の
税
額
が
記
載
さ
れ

た
税
額
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

③
事
業
所
で
、
各
市
町
村
か
ら
通

知
さ
れ
た
税
額
を
給
与
か
ら
天

引
き
し
、翌
月
10
日
（
土
日
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
ま
で
に
金

融
機
関
な
ど
で
、
市
町
村
ご
と

に
納
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民

税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

農
業
所
得
の

収
支
計
算
相
談
会
を
開
催

口市
税
務
課

　

平
成
17
年
産
分
ま
で
農
業
所
得

標
準
を
利
用
し
て
い
た
小
規
模
農

家
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
申
告
時

に
添
付
す
る
農
業
収
支
内
訳
書
を

作
成
す
る
た
め
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
相
談
会
で
は
、
確
定
申
告
書
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

平
成
17
年
産
分
ま
で
農
業

所
得
標
準
を
利
用
し
て
農
業
所

得
の
申
告
を

し
て
い
た
人

（
出
荷
し
て
い
る

小
規
模
農
家
）

◀
砲
丸
投
げ
で
１
位
に
な
っ
た

　

岸
田
さ
ん
の
投
て
き

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 　

 　
 

口市
道
路
河
川
課　

　

彦
根
市
は
、
積
雪
で
交
通
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
、
12
月
１
日

㈪
か
ら
来
年
の
３
月
20
日
㈮
ま
で

の
積
雪
時
に
、
幹
線
道
路
を
中
心

に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
凍

結
防
止
の
た
め
の
作
業
や
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
交
通
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
の
作
業
だ
け
で

は
、
全
て
の
路
線
を
短
時
間
に
除

雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幹

線
道
路
以
外
の
集
落
内
道
路
や
通

学
路
・
歩
道
な
ど
は
、
自
治
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
地
域
が
互
い
に
協

力
し
あ
っ
て
除
雪
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

制
限
速
度
を
超
え
て
車
を
運
転

し
て
い
ま
せ
ん
か

口市
交
通
対
策
課

自
動
車
の
制
限
速
度
は
、
道
路

の
形
状
や
交
通
量
、
住
宅
と
の
距

離
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
設

定
さ
れ
ま
す
。

慣
れ
た
道
だ
か
ら
と
車
の
速
度

を
上
げ
る
の
は
危
険
で
す
。

こ
れ
ま
で
無
事
故
で
あ
っ
て
も
、

次
の
瞬
間
に
は
交
通
事
故
の
加
害

者
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
安
全
に
道
路
を
走
る
た
め

に
、
車
の
速
度
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。年

末
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
㈪
～
同
31
日
㈬

〜
思
い
や
り
と
反
射
材
で
輝
く

近
江
路
〜

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

日
程　

右
表
の
と
お
り

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
大

農
具
の
取
得
価
額
や
取
得
日
が

分
か
る
資
料
、
収
入
や
経
費
の

分
か
る
書
類
（
帳
簿
、
領
収
書
、

固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
な
ど
）

そ
の
他　

事
前
に
、
収
入
と
経
費

を
で
き
る
範
囲
で
集
計
し
て
い

た
だ
き
、
相
談
会
で
は
不
明
な

点
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民

税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

対
し
て
理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業

所
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
７
回
目
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、
次
の
２
事
業
所
を
被
表

彰
事
業
所
と
し
て
決
定
し
、
11
月

21
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

♦
株
式
会
社
棚
橋
食
品

豆
腐
、
油
揚
げ
、
大
豆
加
工
品

の
製
造
、
卸
し
、
販
売
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
で
す
。従
業
員
数
98
・

５
人
（
常
用
雇
用
60
人
・
短
時
間
雇

用
77
人
※
１
）
の
う
ち
３
人
が
障
害

者
で
、
障
害
者
の
雇
用
率
は
３
・

05
％
で
す
。

当
事
業
所
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
仕
事
上
や
生
活
面
に

つ
い
て
面
談
を
行
い
、
適
切
な
指

導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、職
場
定
着
は
も
と
よ
り
、

業
務
意
欲
向
上
に
繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

♦
社
会
福
祉
法
人
日
野
友
愛
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
を
運
営
し
て
い
る
事
業
所
で

す
。
従
業
員
数
２
２
１
・
５
人
（
常

用
雇
用
２
０
７
人
・
短
時
間
雇
用
29
人

※
１
）
の
う
ち
4.5
人
が
障
害
者
（
常

用
雇
用
４
人
・
短
時
間
雇
用
１
人
※
２
）

で
、障
害
者
の
雇
用
率
は
２
・
03
％

で
す
。

当
事
業
所
で
は
、
本
人
の
能
力

に
応
じ
た
職
場
配
置
や
体
調
に
応

じ
た
勤
務
シ
フ
ト
を
考
慮
す
る
な

ど
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
個
別
面
談
な

ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
対
応
を
実

践
し
、
障
害
者
の
職
場
定
着
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
１　

従
業
員
数
は
常
用
雇
用
を

１
人
、
短
時
間
雇
用
を
0.5
人
で

加
算
す
る
た
め
、
雇
用
率
の
算

出
に
お
い
て
の
棚
橋
食
品
の
従

業
員
数
は
98
・
５
人
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
日
野
友
愛
会
の
従

業
員
数
は
２
２
１
・
５
人
と
な

り
ま
す
。

※
２　

障
害
者
の
雇
用
数
は
常
用

雇
用
を
１
人
、
短
時
間
雇
用
を

0.5
人
で
加
算
す
る
た
め
、
雇
用

率
の
算
出
に
お
い
て
の
雇
用
数

は
4.5
人
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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料金受取人払郵便

差出有効期限
平成27年6月
30日まで

彦根局承認

1562

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

４
〜
９
月
で
１
０
０
人
の
皆
さ
ん

か
ら
１
１
８
件
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

内
容
別
件
数
で
は
、
左
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
局
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
ま
で
に
、
１
か
月
程
度
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

◆
郵
送

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、
左

の
封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。記

入
後
、封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
広

報
ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま

す
）

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市

政
情
報
」
→
「
意
見
・
提
言
を
投

稿
す
る
」
の
リ
ン
ク
か
ら
入
り
、

専
用
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な

ど
を
書
い
て
、
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

集
計
結
果
（
今
年
度
上
半
期
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
（
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て
、
複
数
の

部
局
が
拝
読
、
回
答
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
意
見
総
数
よ
り
内
訳
別
の
表
の

総
件
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
、
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

拝読・回答した部局
都市建設部
教育委員会事務局
企画振興部
福祉保健部
総務部
市民環境部
産業部
市立病院
上下水道部
議会事務局
選挙管理委員会事務局
　　　計

件数  
35
32
24
21
17
16
13
11
8
3
4

184

平
成
27
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　

髙
木
・
技
研　

特
別
共
同
体

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
園
施

設
を
効
率
よ
く
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
各
施
設
の
利
用
に
関
す
る
年

間
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
〜
同
28
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

優
先
的
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
、

会
議
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

優
先
利
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
行
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
し
込
み
で
は
実

施
が
難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
公
園
管
理
事

務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
27
年
１
月
7
日

㈬
午
後
５
時
（
必
着
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
27
年
１
月

17
日
㈯　
午
前
10
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・

技
研　

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

平
成
27
年
度

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議

 　
　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

効
率
よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、

優
先
使
用
に
関
す
る
年
間
使
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
〜
同
28
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市

民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
優
先
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

な
お
内
容
に
よ
っ
て
は
、希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

優
先
使
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
目

的
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ

れ
、
通
常
の
申
し
込
み
（
市
内

団
体
の
場
合
は
開
催
日
の
90
日
前
、

市
外
団
体
は
開
催
日
の
40
日
前
か
ら

申
請
可
能
）
で
は
実
施
が
難
し

い
も
の

④
他
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い

も
の

⑤
練
習
会
や
稽
古
、
こ
れ
ら
に
類

す
る
大
会
で
は
な
い
こ
と

申
込
方
法　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
22
日
㈪
（
休
館

日
の
火
曜
日
を
除
く
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
27
年
１
月

23
日
㈮　
午
後
２
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
☎
23-

２
２
９
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

２
２
９
４
番

市
立
病
院
の
眼
科
診
療

市
立
病
院

当
院
で
眼
科
診
療
に
携
わ
る
医

師
が
、
平
成
27
年
１
月
末
で
退
職

し
ま
す
。

後
任
の
医
師
と
し
て
、
京
都
府

2015年版  滋賀県民手帳

価格　１冊 550 円（販売窓口でお支払いください）

販売窓口　 企画課（市役所 4 階）、支所、各出張所（予
約は不要です）

※ 湖東合同庁舎（元町）１階売店、平和書店
（アル・プラザ彦根３階、大東町）、宮脇書店（尾
末町）、本のがんこ堂彦根駅前店（大東町）、
天
てんしんどう

晨堂ビバシティブックセンター（竹ケ鼻町）、
HYPERBOOKS（ハイパーブックス）彦根店（戸
賀町）、ホームプラザナフコ彦根店（高宮町）、セ
ブンイレブン県内各店でも販売しています。

販売期限　平成 27 年１月 30 日㈮
※ 湖東合同庁舎１階売店では、期間に関係なく

販売しています。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、FAX22-

1398

立
医
科
大
学
な
ど
か
ら
医
師
の
派

遣
を
お
願
い
し
て
、
翌
２
月
か
ら

新
し
い
体
制
で
診
療
を
継
続
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
診
療
体
制
か
ら

や
や
縮
小
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

２
月
か
ら
の
眼
科
診
療
曜
日

▼
午
前　

月
、
火
、
木
曜
日

▼
午
後　

木
曜
日

※
月
曜
日
の
午
後
は
手
術
日
、
外
来
治

療
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
診

療
な
ど
の
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
大
学
や
医
療
機
関
、

地
域
の
診
療
所
な
ど
と
連
携
し
て
、

安
心
し
て
受
診
い
た
だ
け
る
医
療

体
制
づ
く
り
に
心
が
け
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先  

市
立
病
院
眼
科

外
来
受
付
（
５
ブ
ロ
ッ
ク
）
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内
線
２
５
０
２
）

販売
中！
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た に おり

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」

彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
、
社
会
保
険
料

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
大

切
に
保
管
し
て
年
末
調
整
や
確
定

申
告
時
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

送
付
さ
れ
る
時
期
は
、
納
付
し

た
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
納
付

　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付

▼
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付

　

平
成
27
年
２
月
下
旬
に
送
付

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
に

か
か
る
申
請
の
ご
案
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉

有
償
運
送
）を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

「
道
路
運
送
法
」
に
基
づ
き
、運
輸

支
局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
24
日
㈬　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
27
年

１
月
下
旬
ま
た
は
同
年
２
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
「
彦
根
市
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
」
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

ご
存
じ
で
す
か

地ち

籍せ
き

調
査口市

建
設
管
理
課

人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土

地
に
も
「
地ち

籍せ
き

」
と
い
う
戸
籍
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
地
籍
」と
は
一
筆
ご
と
の
土
地

に
関
す
る
記
録
の
こ
と
で
、
登
記

所
（
法
務
局
）
に
は
、
土
地
登
記
簿

（
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
面
積
な
ど
の

記
録
）
や
そ
の
地
図
（
公
図
）
が
備

え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
地
籍
調
査
」
を
実

施
し
て
い
な
い
地
域
は
、
必
ず
し

も
土
地
の
実
態
を
正
確
に
反
映
し

た
登
記
内
容
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
現
在
の
公
図
が
明
治
初

期
に
作
ら
れ
た
地
図
を
も
と
に
し

て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

測
量
技
術
が
現
在
の
よ
う
に
精
密

で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で

す
。地

籍
調
査
は
、
最
新
の
測
量
技

術
を
使
っ
た
精
度
の
高
い
「
地
籍

図
」
と
、
現
状
に
合
っ
た
正
確
な

「
地
籍
簿
」
を
作
成
し
、
公
図
や

土
地
登
記
簿
を
修
正
し
ま
す
（
所

有
権
移
転
な
ど
の
権
利
移
転
は
で
き
ま

せ
ん
）。

地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

●
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

に
役
立
ち
ま
す

地
籍
調
査
を
機
会
に
、
隣
の
土

地
と
の
境
界
が
明
確
に
な
り
、
境

界
杭
の
位
置
も
記
録
と
し
て
残
る

の
で
後
々
の
紛
争
も
防
止
で
き
ま

す
。

●
災
害
の
復
旧
に
役
立
ち
ま
す

土
砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
の
災
害

復
旧
の
際
、
地
籍
調
査
の
成
果
を

利
用
し
て
位
置
を
確
認
で
き
る
た

め
、
復
旧
作
業
も
効
率
よ
く
行
え

ま
す
。

●
土
地
取
引
の
円
滑
化
に
役
立
ち

ま
す

正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿

に
反
映
さ
れ
、
登
記
制
度
の
信
頼

性
が
向
上
し
ま
す
。
そ
し
て
安
心

し
た
土
地
取
引
が
で
き
る
た
め
、

経
済
活
動
全
体
の
円
滑
化
・
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
調
査
費
用
の
負
担
は
ゼ
ロ
で
す

測
量
や
登
記
手
続
き
な
ど
調
査

に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
国
・

県
・
市
が
負
担
し
ま
す
。
土
地
所

有
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
調
査
立
会
な
ど
に
必
要
な
交
通

費
な
ど
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
）。

※
地
籍
調
査
に
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
彦
根

市
で
は
地
籍
調
査
を
自
治
会
ご

と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

建
設
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
に
よ
り

地
元
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
地
籍
調
査
は
事
業
の
開
始
か
ら

終
了
ま
で
３
〜
４
年
の
期
間
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

建
設
管
理
課

☎
30-

６
１
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

新
し
い

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
」

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
支
援
を
目
的
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お

店
を
紹
介
し
ま
す
。

た
こ
料
理
専
門
店 

多た

幸こ

屋や

営
業
内
容　

た
こ
焼
き
、
各
種

た
こ
料
理
の
販
売
（
飲
食
ス

犬の飼い方
マナーアップ標語
コンテスト結果

飼い主のマナー向上、犬のふん害による景観
の悪化や、それによる住民同士のトラブル防止
を目的とした啓発標語を募集しましたところ、
たくさんの応募をいた
だき、ありがとうござ
いました。

最優秀作品　　　１
優秀作品　　　　２
応募作品総数　 36

優秀作品は次のとお
りです。
最優秀作品
●汚しません　愛犬と毎日通る散歩道

野
や

洌
す

　令子さん（古沢町）

優秀作品
●「綺

き

麗
れい

にしょうね」愛犬と心が通う散歩道　
　小林　伊

い

三
さ

夫
お

さん（川瀬馬場町）

●愛犬と　散歩した道　振り返る　
　田中　里美さん（馬場二丁目）

問い合わせ先  生活環境課☎30-6116、
FAX27-0395

ペ
ー
ス
あ
り
）

場
所　

京
町
二
丁
目
３-

１

営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後

９
時

定
休
日　

不
定
休

電
話　

24-
３
３
２
１
番

居
酒
屋　

肴
さ
か
な

市い
ち

場ば

営
業
内
容　

旬
の
魚
の
刺
身
、

寿
司
、
一
品
料
理
な
ど

場
所　

本
町
一
丁
目
８-

19

営
業
時
間　

午
後
５
時
〜
午
前

０
時

定
休
日　

不
定
休

電
話　

24-

２
３
１
２
番

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業　

中
心
市
街
地
商
店
街
の
活
性
化

を
目
的
と
し
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
、
新
規
開
業
に
挑
戦
す

る
事
業
に
対
し
て
家
賃
80
％

（
上
限
月
５
万
円
）を
６
か
月
間
補

助
し
、
経
営
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事

業
推
進
協
議
会
（
彦
根
商
工
会
議

所
内
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番
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平
成
26
年
９
月
に
第
１
回
彦
根
市
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
取
り
組
む
彦

根
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
審
議
を
行
う

も
の
で
す
。
今
後
も
月
１
〜
２
回
程
度
開
催
し
な
が
ら
、
議
論

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

総
合
計
画
審
議
会
に
つ
い
て

「
風
格
と
魅
力
あ
る
都
市
の
創
造
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学

識
経
験
者
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
団
体
（
企

業
・
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
）
関
係
者
・

公
募
委
員
な
ど
、
総

勢
34
人
の
委
員
が
本

市
の
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
策
定
に
向

け
て
活
発
な
調
査
審

議
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

審
議
会
は
誰
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、

企

画
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１

０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
た
審
議
が
ス
タ
ー
ト

▶
彦
根
市
総
合
計
画
審
議
会
の
様
子

日本はどんどん寒い時期になってきました。私
がブラジルで住んでいた町では、いちばん寒い時
期でも気温が１５度ぐらいだったので、彦根の厳
しい寒さに慣れておらず、まだこの気候に適切な
洋服さえ持っていません。しかし気温が下がって
から、1 つの小さな幸せに再会することができま
した。それは、自動販売機で温かいコーヒーが売
られるようになったことです。

ブラジルでは、コーヒーは必ず熱いうちに飲み
ます。どんなに暑くても、アイスコーヒーを飲むの
は本当にありえないことです。なので、日本に来
て初めて冷たいコーヒーの存在を知りました。夏
になってから、自動販売機で売っているコーヒー
は全部冷たくて、コンビニエンスストアに行って
もアイスコーヒーしか見つかりませんでした。悲
しかったですが、仕方ないと思い、毎日頑張って
アイスコーヒーを飲むようになりました。

そんなある日、とても衝撃的な発見がありまし
た。それは仕事帰りに職場の同僚とレストランに
行った時のことです。コースを頼んでから、サラダ
とスープがきました。サラダはとてもおいしかっ
たのですが、スープを口に入れると、冷たいと気

づきました。そうすると、同僚が口を開きました。
「このスープ、おいしいね！」
「でも・・・スープが冷たい・・・」
「そうだよ。暑い夏に、冷たいスープを飲むと　
さっぱりするから！」

「へえ！？ スープをこのまま飲むの！？」
……ショック（ナターリャ）。
私は「アイスコーヒーだけではなく、アイススー

プもあるの？」と驚きました。今まではコーヒーと
同じように、スープは必ず熱いうちに飲むものだ
と信じてきたし、そもそも冷たいスープが許され
るものだと知りませんでした。ブラジルでは、レ
ストランで冷たいスープを出されたら、「これは一
体何？ 冷たいスープをお客さんに出すなんて恥を
知らないの？」というような大騒ぎになるのに。
「ブラジルでは冷たいスープを出すレストラン

はサービスが悪いけれど、逆に日本では夏になる
と、冷たいスープを出すのが普通らしい」と思い
ながらスープを口にしました。

冷たいスープの味に慣れるのは時間がかかりそ
うですが、「日本の夏の冷たい飲み物習慣」につい
て勉強になりました。

温かいコーヒーも、この夏の出来事からずっと
避けてきたスープも、この冬にやっと再会するこ
とができてとても満足しています。寒さは苦手な
私でも、このことだけで喜んでいます。本当に 

“Bem-vindo, inverno!” （ようこそ、冬！）　　
　【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第6回  日本の夏の「冷たい」エピソード

ナターリャ
の部屋

学校支援・地域ボランティア

　学習活動の補助や安全確保・環境整備など「できる人」が
「できるとき」に「できること」を支援していただく学校支
援ボランティアの募集をしています。
　芸術・スポーツや外国語会話、
パソコンなど専門知識・技術を
持っている人が、地域ボランティ
ア（講師）として応募していただく
ことも大歓迎です。
　「子どもや地域のために役に立
ちたい」という熱い思いを持って
いる人の力を学校にお貸しくだ
さい。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-9190、

または最寄りの小・中学校

ひこね市生涯学習人材バンク

　教育・文化・芸術・レクリエーションなどの豊富な経験が
あり、指導できる人を探しています。
　あなたの知識・技能・経験を、地域の学習の場に生かして
みませんか。詳しくは、彦根市ホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-9190

ね
ん
ど
ス
イ
ー
ツ
の

メ
モ
ス
タ
ン
ド
を
作
ろ
う

〈
内
容
〉ね
ん
ど
で
作
っ
た
か
わ
い

い
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
に
、
写
真
や
絵

を
飾
れ
る
ク
リ
ッ
プ
を
取
り
つ
け

た
も
の
を
作
り
ま
す
。〈
日
時
〉12

月
６
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同

３
時
　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
小
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　
〈
費
用
〉
３
０
０
円　

〈
定
員
〉
15
人
（
先
着
順
）〈
申
込
期

限
〉12
月
５
日
㈮
午
後
５
時　
〈
持

ち
物
〉
筆
記
用
具
、下
敷
き　
〈
そ

の
他
〉
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番
※
電
話
か
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
ろ
は
組

剪せ
ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉由
緒
あ
る
庭
園
で
剪せ

ん

定て
い

講

習
を
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉①
12

月
7
日
㈰
、
②
同
14
日
㈰
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉①

馬
場
家
住
宅
庭
園
（
高
宮
町
）　 

②

井
伊
家
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）

庭
園
（
松
原
町
）　
〈
定
員
〉
各
15
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申

込
期
限
〉
①
12
月
４
日
㈭
②
12
月

10
日
㈬　
〈
そ
の
他
〉
②
の
参
加

者
は
、
建
物
西
側
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
い
ろ
は
組
事
務
局
☎

22-

６
９
３
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
７
２
７
番
、
メ
ー
ルm

ail@
irohagum

i.com

　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
①
住
所
②

氏
名
③
連
絡
先
④
講
習
会
名
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
決

定
者
に
は
詳
細
を
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
の
本

入
門
講
座
（
基
礎
コ
ー
ス
）

〈
内
容
〉子
ど
も
と
本
を
結
び
つ
け

る
た
め
に
、
大
人
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
講

座
で
す
。〈
日
時
〉
12
月
11
日
、同

18
日　

い
ず
れ
も
木
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
同
11
時
30
分
　
〈
場

所
〉
市
立
図
書
館
（
尾
末
町
）
第

１
集
会
室　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
定

員
〉
50
人
（
先
着
順
。
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
）　
〈
申
込
開
始
日
〉12
月
２

日
㈫
午
前
10
時
〜　
〈
そ
の
他
〉で

き
る
だ
け
２
日
と
も
受
講
く
だ
さ

い
。
受
講
さ
れ
た
人
は
読
み
聞
か

せ
の
実
技
コ
ー
ス
（
平
成
27
年
１
月

８
日
㈭
ほ
か
）
が
受
講
で
き
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
市
立
図

書
館
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
３
０
０
番
※
電
話
か
窓

口
に
置
い
て
い
る
申
込
用
紙
に
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

●
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直な
お

弼す
け

杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
27
年
１
月
24
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
〜
（
受
付　

午
前

９
時
〜
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会

議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　

〈
対
象
〉
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定

員
〉
１
２
０
人
（
先
着
順
）　
〈
対
局

方
法
〉
申
込
状
況
に
よ
り
、
段
・

級
位
を
考
慮
し
て
、
８
ク
ラ
ス
程

度
に
分
か
れ
て
対
局　
〈
競
技
形

式
〉 

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
ス
イ
ス

方
式
で
行
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
当

日
説
明
し
ま
す
）　
〈
費
用
〉
高
校
生

以
上
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０

円　
〈
申
込
期
限
〉
平
成
27
年
１

月
15
日
㈭ 　
〈
そ
の
他
〉
懸
賞
詰

碁
を
行
う
ほ
か
、
不
戦
勝
の
人
を

対
象
に
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導

碁
を
開
催
し
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５ 

装いを朱で統一した井伊家の部隊は、「井伊の赤備
え」として知られています。井伊家の部隊の活躍を
追いながら、近世大名家の軍制について考える連続
講座です。　
日時　
平成27年２月7日㈯　
▶第１講　13：30 ～ 14：40 
　　　　　「『井伊の赤備え』の成立」　
▶第２講　14：50 ～ 16：00 
　　　　　「関ヶ原合戦と大坂の陣」　　
２月8 日㈰
▶第 3 講　13：30 ～ 14：40
　　　　   「『平和な時代』の軍備」
▶第 4 講　14：50 ～ 16：00 
　　　　　「相州警衛から戊

ぼ

辰
しん

戦争まで」　
場所　 大学サテライト・プラザ彦根（大東町）アル・

プラザ彦根 6 階　
定員　80 人（申込者多数の場合は抽選）　

費用　300 円（資料代）　※市内の中学生以下は無料
申込期間　12 月 1 日㈪～平成27年1月23日㈮（当

日の消印有効）

申込・問い合わせ先　彦根城博物館「入門講座歴史
編」係（〒 522-0061　金亀町１- １）☎ 22-6100、
FAX22-6520　※往復はがき往信の裏面に、①
住所②氏名③電話番号を、返信の表面に住所・氏
名をそれぞれ書いて申し込んでください（１人１通
の申し込みです）。彦根城博物館ホームページから申
し込むこともできます。

彦根城博物館 入門講座  歴史編
「彦根藩の歴史〜『井伊の赤備え』部隊の活躍〜」

▲関ヶ原合戦図

▶
み
ん
な
で
お
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
す
（
昨
年

の
様
子
）

第
３
回

荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉①
お
餅
を
つ
い
て
食
べ
よ

う
②
荒
神
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ

ン
グ
（
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ホ
ッ
ト
な

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
）　
〈
日
時
〉
平
成

27
年
１
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　
〈
場
所
〉
荒
神
山
自
然

の
家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
４

〜
６
年
生　
〈
定
員
〉　

20
人
（
先

着
順
）　　
〈
費
用
〉
千
円
（
材
料
費
）　

〈
申
込
期
限
〉12
月
21
日
㈰　
　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山

自
然
の
家
（
月
曜
日
は
休
館
）
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８

７
２
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
フ
リ
ガ
ナ
⑤
年
齢
（
中

学
生
以
下
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
も
）

⑥
電
話
番
号
⑦
段
・
級
位
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本
・
滋
賀
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
と
は
、
知
的
発
達
障
害
の
あ

る
人
達
に
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
年
間
を
通
じ

て
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
組
織
で
す
。
滋
賀
県
で
は

10
月
に
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
滋
賀
」
と
し

て
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
」
か
ら
正
式
に
認
証
を
受

け
ま
し
た
。
湖
東
地
域
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
卓
球
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。〈
日
時
〉
月

２
、
３
回
（
定
期
的
に
活
動
）　
〈
場

所
〉
市
内
、
愛
知
郡
、
犬
上
郡
に

あ
る
運
動
施
設
な
ど　
〈
そ
の
他
〉

競
技
経
験
は
不
要
で
す
。　
　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
社
会
福
祉

法
人
と
よ
さ
と
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ

21
☎
35-

０
０
０
８
番
（
担
当
・
吉

川
さ
ん
）

星
空
教
室

冬
空
に
流
れ
星

詐欺や悪徳商法に
ひっかからない講座

　近年、お年寄りや主婦などを狙った悪
質商法や振り込め詐欺などが増加して
います。
　これらの被害を未然に防止するため、
希望する団体を対象に消費生活の出前
講座を行っています。お気軽に申し込んでください。
内容　ＤＶＤを教材とした講習、消費生活相談員の話、

質疑応答
対象　自治会、老人会など
時間　約１時間（9:00 ～ 16:00 の間）　

　※時間は調整できます。　
場所　公民館など、希望の場所に出張します。
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-

0395

〈
内
容
〉
冬
の
星
座
を
中
心
に
星

空
を
案
内
し
ま
す
。
澄
み
切
っ
た

夜
空
に
流
れ
星
が
見
れ
る
か
も
。　

〈
日
時
〉12
月
12
日
㈮　

午
後
７
時

〜
同
９
時
　〈
場
所
〉
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
天
文

に
興
味
の
あ
る
人　
〈
費
用
〉３
０

０
円
（
小
学
生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で

に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
な
ど

の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。
午

後
４
時
以
降
に
開
催
の
有
無
を
確

認
し
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
多
文
化
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｂ
ｅ
ｍ-

ｖ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
（
よ
う
こ

そ
）
！　
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室
へ 

～
サ
ン
バ
の
国
か
ら
Ｂ
ｏ
ａ  

ｔ
ａ

ｒ
ｄ
ｅ
（
こ
ん
に
ち
は
）
～
」

〈
内
容
〉ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス

料
理
や
、
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

料
理
を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
19
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜

同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

１
、
５
０
０
円
（
材
料
費
を
含
む
）　

〈
申
込
期
間
〉
12
月
１
日
㈪
〜
同

17
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉
ふ
き
ん
２

枚
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　
〈
託

児
〉
０
歳
〜
就
学
前　

※
１
人
３

０
０
円
、
要
事
前
申
込　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番
※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

し
め
な
わ
作
り
教
室

〈
内
容
〉
わ
ら
を
使
っ
て
、お
正
月

に
飾
る
素
朴
な
し
め
な
わ（
玄
関
用

の
も
の
、従
来
型
〈
一
の
字
型
〉
と
リ
ー

ス
型
）
を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
26
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
の
人　
〈
定
員
〉30
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
５
０
０
円
（
従

来
型
）、
６
０
０
円
（
リ
ー
ス
型
）
※

い
ず
れ
も
参
加
費
、
材
料
費
含
む　

〈
申
込
期
間
〉12
月
１
日
㈪
〜
同
12

日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
参
加
費
と
材
料
費
を
添

え
て
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
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湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広

域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

「
湖
東
地
域
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た

圏
域
内
に
は
、
多
く
の
環
境
市
民
団
体

が
、
自
然
や
生
活
環
境
の
保
全
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
の
連
携
を

図
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
団
体
が
、「
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
湖
東
」
で
す
。

11
月
８
日
、
同
９
日
に
、
滋
賀
県
立
大
学

の
学
園
祭
（
湖
風
祭
）
会
場
で
、環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
湖
東
が
主
催
す
る
「
湖
東
地
域
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
、
彦
根
市
環
境
推
進
員

(

え
こ
リ
ー
ダ
ー)

が
主
催
す
る
「
ひ
こ
ね
エ

コ
フ
ェ
ス
タ
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
今
年
取
り
組
ま

れ
た
ト
ン
ボ
の
生
態
調
査
に
関
す
る
表
彰

や
講
演
を
行
い
、
参
加
者
間
の
情
報
交
換
や
、

今
後
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ひ
こ
ね
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
彦
根
市
民

や
市
民
団
体
、
学
校
や
企
業
の
連
携
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
団
体
の
発
表
や
展

示
、
企
業
や
学
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活

動
の
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

同
時
開
催
を
通
じ
、
ひ
こ
ね
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

に
参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
・
団

体
と
も
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。日

々
の
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
は
、
地

道
な
取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
活
動
の
環わ

を
大

き
く
育
て
、
多
く
の
人
が
参
加
す
る
地
域
づ

く
り
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
ま
す
。

圏
域
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
生
活
周
辺
の
良
好
な
環
境
を
保
全
育
成
し
、
節
度
あ
る

人
と
生
物
の
共
生
を
目
指
し
水
質
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ

め
直
し
、
地
域
低
炭
素
社
会
の
構
築
を
す
す
め
て
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

緑のカーテン事業は、身近に取り組めるエネル
ギー対策として、ゴーヤやアサガオなどのつる性植
物を使い、冷房効果や日よけ効果を高めるために取
り組んでいるものです。

今年度の入賞者は次のとおりです。
※個人名は公表しません。　

特選
公共部門　彦根市立ふれあいの館（八坂町）

事業所部門　株式会社ブリヂストン彦根工場（高宮町）

個人部門　１作品　
入選
　公共部門　彦根市立彦根中学校（西葛籠町）

　事業所部門　中日本ハイウェイ・メンテナンス名
古屋株式会社彦根事業所（野田山町）

　個人部門　１作品
審査員特別賞
　公共部門

　▶甲良町デイサービスセンターかつらぎ（甲良
町下之郷）

　▶稲枝東幼稚園（稲部町）

　▶甲良町役場（愛荘町愛知川）

　▶彦根市役所　本庁舎（元町）

　事業所部門　
　▶滋賀ダイハツ販売株式会社彦根店（東沼波町）

　▶株式会社桑原組（多賀町）

　個人部門　４作品　

緑のカーテンコンテスト入賞結果

▲特選・事業所部門の株式会社ブリヂストン彦根工場

▲熱心に講演を聞く参加者

催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

元気21歩こう会
12月21日㈰

13：30～15：00
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
市立図書館前駐車場
（ 尾 末 町 ）

江戸時代の情緒が残る町並みを歩きます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
X m a s 収 穫 祭

12月5日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた
新鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

街 中 サ ロ ン 12月10日㈬、同20日㈯
10：00～14：30

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

気軽にコンサート♪Vol.3
W-D4 クリスマススペシャル
ライブ i nM I ZUHO

12月21日㈰
14：00

（開場13：30）

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）

☎43-8111
FAX43-8112

滋賀を拠点に活躍する「W-D4」。ジャンルにとらわれない
曲をスペシャルな演奏でお届けします。
定員：400 人（先着順）
費用：自由席 1,000 円（発売中）　当日1,200 円
販売窓口：みずほ文化センター、ひこね市文化プラザ、
平和堂アルプラザ彦根・ビバシティ彦根平和堂各くらし
のサービスセンター

健康のつどい講演会 12月6日㈯
14：30～16：00

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

眼のしくみとその病気についてお話しします。
講師：西田保裕さん（滋賀医科大学医師臨床教育センター長）
彦根医師会☎23-3580

彦根市場「日曜市」
（同時開催 ひこねエコ
マ ー ケ ッ ト「夢 畑」）

12月14日㈰
9：00～12：00

彦根総合地方卸売市場
（ 安 食 中 町 ）

☎25-2518
FAX28-1718

マグロの解体ショーや、鮮魚類、果実などの販売、模擬店
や地場野菜の特売などを行います（先着 500 人に粗品プレ
ゼント）。
会場では、ひこねエコマーケット「夢畑」（　生活環境課
☎30-6116）も開催します。

組み木キューブつくり 12月14日㈰
14：00～16：00

ふ れ あ い の 館
（ 八 坂 町 ）

27個の小さい立方体で7種の駒を作って、いろいろな立
体を作って遊びます。
対象：小学生　　
定員：20人（先着順）
費用：200円（材料費）　申込開始日：12月9日㈫～
ふれあいの館☎・FAX25-4452

ひ こ ね で 朝 市 12月21日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

障害理解を深める
た め の 講 演 会

12月20日㈯
13：30～16：15
（開場：12：30）

ビ バ シ テ ィ ホ ー ル
（ 竹 ケ 鼻 町 ）

内容：「障害のある人もない人も、一緒に暮らしてみたい！
こんなまちを創ろう！」
講師：北野誠一さん（NPO法人おおさか地域生活支援ネット
ワーク理事長）
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

ファミリーコンサート
12月13日㈯、同14日㈰
①13：00 ②15：00

各２回公演

クリスマス企画として「彦根児童合唱団」（13日）と、「い
なえ少年少女合唱団」（14日）の演奏会を行います。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

彦根工業高校
生 徒 作 品 展 示 会

12月13日㈯
10：30～17：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
1階センターモール・プラザ

生徒が作った研究作品を展示します。手作りロボットの
操作体験もできます。
来場者には記念品をプレゼントします（数に限りがあります）。
彦根工業高校工業部☎28-2470
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第220回

師
走
を
迎
え
、
新
年
に
向
け
て
正
月
飾

り
な
ど
の
準
備
を
始
め
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。正
月
を
彩
る
飾
り
物
に
は
、縁え

ん

起ぎ

の

良
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
門
松
に
使
わ
れ
て
い
る
松
は
、
常

に
緑
の
葉
を
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古

来
よ
り
神
の
依よ

り

代し
ろ

と
さ
れ
ま
し
た
。
正
月

に
門
松
を
立
て
る
の
は
、
新
し
い
年
の
歳と

し

神が
み

を
家
に
迎
え
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
鏡

餅
の
上
に
据
え
る
橙

だ
い
だ
い

は
、「
代
々
」
と
読
み

が
通
ず
る
こ
と
か
ら
、
家
が
永
く
続
く
こ

と
を
願
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
縁
起
の
良
い
も
の
、
い
わ

ゆ
る
縁
起
物
は
神
仏
と
関
わ
り
の
あ
る
も

の
や
、
め
で
た
い
も
の
か
ら
成
り
、
そ
こ

に
は
人
々
の
祈
り
や
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

縁
起
物
を
身
の
回
り
に
置
き
、
運
を
招

こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
度
重
な
る
戦い

く
さ

に
身
を
投

じ
、
勝
利
を
求
め
た
戦
国
時
代
の
武
士
も

同
じ
で
す
。

当
時
の
武
具
に
は
、
勝
利
を
も
た
ら
す

神
仏
や
動
物
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ン
ボ

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ン
ボ
は
「
秋あ

き

津つ

」
や
「
蜻か

げ

蛉ろ
う

」
と
も

い
い
、
古
く
か
ら
日
本
と
縁
の
深
い
虫
で

す
。
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
は
日
本
の
こ

と
を
「
秋あ

き

津つ

洲し
ま

」
と
記
す
ほ
か
、
狩
に
赴

い
た
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
の
腕
に
と
ま
っ
た
虻あ

ぶ

を

ト
ン
ボ
が
食
べ
た
話
な
ど
を
載
せ
て
い
ま

す
。こ

の
雄
略
天
皇
の
逸
話
を
通
じ
て
、
ト

ン
ボ
は
害
を
成
す
も
の
を
食
べ
る
強
い
虫

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
武
士
の
間
で
は
、
ト
ン
ボ
が
前
に
の
み

進
み
、
後
ろ
へ
下
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

退
か
な
い
、
退
却
し
な
い
縁
起
の
良
い
虫
、

「
勝
虫
（
か
つ
む
し
・
か
ち
む
し
）」
と
呼
ば
れ
、

好
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
匠
は
、
兜
の
前ま

え

立だ
て

や
馬
具
、
弓
具
に
た
び
た
び
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

彦
根
藩
井
伊
家
に
伝
来
し
た
武
具
に
も

ト
ン
ボ
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
写
真
①
の
鐙あ

ぶ
み

で
す
。

鐙
は
、
乗
馬
の
際
に
足
を
支
え
る
た
め

の
道
具
で
、
写
真
①
は
２
代
直な

お

孝た
か

の
所
用

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
製
の
こ
の
鐙

は
、
足
を
置
く
面
に
の
み
黒
漆
を
塗
り
、

側
面
に
は

金
で
流
水

文
、
正
面

に
は
金
と

真し
ん

鍮ち
ゅ
うで
ト

ン
ボ
が
飛

び
交
う
様

子
が
表
さ

れ
て
い
ま

す
。所

用
者

で
あ
る
直

孝
が
活
躍

し
た
時
代
は
、
戦
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
、戦
に
臨
む
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。勝

虫
を
描
く
こ
と
で
、
確
か
な
勝
利
を
手
に

し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

写
真
②
は
、
矢
を
携
行
す
る
の
に
用
い

ら
れ
た
箙え

び
ら

で
、
箱
状
の
方ほ

う

立だ
て

に
は
ト
ン
ボ

の
細
工
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
矢
が

前
に
向
か
っ
て
放
た
れ
る
点
と
、
ト
ン
ボ

の
習
性
と
を
重
ね
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

箙
に
は
ト
ン
ボ
の
意
匠
を
添
え
た
も
の
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

写
真
②
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時

代
で
も
泰
平
の
世
を
迎
え
た
後
の
こ
と
で

す
。
武
具
が
実
戦
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
本
作
を
は

じ
め
、
ト
ン
ボ
を
備
え
た
武
具
は
作
ら
れ

続
け
ま
し
た
。
戦
場
へ
赴
く
こ
と
が
な
く

と
も
、
武
士
と
し
て
戦
と
関
連
の
深
い
意

匠
を
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
は
、
泰
平

の
世
と
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

勝か
つ

　
虫む

し

　
〜
武
士
の
願
い
〜 

◀
写
真
①　

ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う
鐙

彦
根
城
博
物
館
は
臨
時
休
館
中
で
す
。 ▲写真②　トンボをあしらった箙

ひこね市民大学特別講座　第 2講
12月5日㈮19:00～　グランドホール
　講師　小倉 智昭
演題　「小倉流 楽しく生きる処世術」

12月の休館日　1日㈪、8日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪～31日㈬

情報番組「情報プレゼンターとく
ダネ！」の司会者をつとめ、朝の
顔としておなじみの小倉智昭さん。
長きに渡って第一線で活躍され
ている自身の経験から、より楽し
く人生を送る術を語ります。

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

注目の
イベント☞

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

指定

12月21日㈰  14：00～　グランドホール
第17回ひこね市民手づくり第九演奏会
演奏：ひこね第九オーケストラ　ひこね第九合唱団
指揮：角田鋼亮
曲目：エルガー作曲演奏会用序曲「フロワサー
ル」op.19　ベートーヴェン作曲交響曲第９番
二短調（合唱付）

【発売中】一般 1,500 円　友の会1,350 円 
※当日料金は、それぞれ500 円増　
　未就学児入場不可

自由

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

自由 【発売中】　各講  一般2,000 円　友の会1,800 円　 
高校生・大学生・専門学校生1,000 円

12月25日㈭  19：00～　メッセホール　
北欧のクリスマス～オーロラと森の国、ラップランドの世界～
映画「アナと雪の女王」のオープニング曲《ヴェリィ》を作曲したフロ
ーデ・フェルハイムが緊急来日。映像と音楽でその世界観を表現する
メッセホールライブが実現！！

【発売中】 一般シングル 2,500円ペア 4,000円 
　　　　友の会シングル 2,250円ペア 3,600円 
　　　　学生1,000円、障害者2,250円　　　　
　　　　※チケットワンドリンク付　未就学児入場不可

自由

チ
　
　
　
ケ
　
　
　
ッ
　
　
　
ト
　
　
　
発
　
　
　
売
　
　
　
情
　
　
　
報

指定

平成27年1月25日㈰  14：00～　エコーホール　
桂米朝一門会「第２回彦根亭落語会」
出演：桂ざこば、桂雀三郎、桂宗助、桂歌之助、桂あおば

【発売中】 一般3,300円　
　　　　 友の会・ 高校・大学生・専門学校生・障害者 3,000円
 　　  　ワークショップセット券  一般3,500円　友の会3,200円 
※未就学児入場不可　
※ワークショップセット券の取り扱いは、ひこね市文化プラザのみ

平成27年1月24日㈯  15：00～　エコーホール　
ひこねゆかりのアーティストシリーズⅠ　ワンコインコンサート　
弦楽四重奏「春待つ彦根の仲間たち」
出演：前川登代（ヴァイオリン）、三谷美由紀（ヴァイオリン）、
福田みどり（ヴィオラ）、松崎安里子（チェロ）

【発売中】 一般・学生500円　友の会・障害者450円　※未就学児入場可自由

平成2７年1月18日㈰  13：30～　エコーホール　
ストリングラフィ・アンサンブル・コンサート「森の記憶」

絹糸と紙コップでできた「ストリングラフィ」。
舞台いっぱいに張り巡らせた「ストリングラフィ」の中から
クラシック、童謡、アニメソング、動物の鳴き声まで奏でます。

【発売中】 一般2,500円　  友の会 2,000円　
 ワークショップセット券  一般3,000円　友の会2,300円

※4歳未満入場不可
平成2７年1月17日㈯  15：30～16:30　
ストリングラフィ・ワークショップ
糸電話がほんとに楽器になるの？絹糸と紙コップでできた、
とてもシンプルな楽器「ストリングラフィ」を作ってみよう！
定員：30人　対象年齢：小学3年生以上
費用：1,000円　会場：第1リハーサル室

平成2７年3月15日㈰  14：00～　エコーホール
音楽の絵本  ～エレガンス～
動物の演奏家たちがクラシックを演奏します。
親子、ご家族でもお楽しみいただけます。
　　　  　【12月13日㈯発売】 一般 1,800円　
　　　　　　　親子セット券3,200円　高校生・大学生・専門学校生・障害者1,620円 
              【友の会は12月 6日㈯発売】友の会 1,620円　親子セット券 2,880円

  ※3 歳未満入場不可      

指定

自由 【発売中】　各講  一般2,000 円　友の会1,800 円　 
高校生・大学生・専門学校生1,000 円

（写真提供：京都
コンサートホール）

ひこね市民大学特別講座　第 3講
平成27年1月17日㈯14:00～　グランドホール
　講師　中島 誠之助
演題　「あなたも分かるホンモノとニセモノ」
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

石
油
ス
ト
ー
ブ

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

寒
い
時
期
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

は
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
本
格
的
な

冬
の
到
来
に
備
え
、
暖
房
器
具
の

お
手
入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
主
な
火
災
は
、

可
燃
物
の
接
触
・
落
下
、使
用
方
法

の
誤
り
、
消
し
忘
れ
、
過
熱
、
使

用
中
の
給
油
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

次
の
各
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
、
灯

油
な
の
で
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
使

用
し
な
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類

な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
可
燃
性
の

ス
プ
レ
ー
缶
（
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー

用
な
ど
）
を
置
い
た
り
、近
く
で

使
用
し
な
い
。
引
火
や
爆
発
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。

▼
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
離
し
て

使
用
す
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
は
絶
対
に
洗

濯
物
を
干
さ
な
い
。
干
し
て
い

た
洗
濯
物
が
落
下
し
て
、
火
災

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
室
内
の
換
気
を
十
分
に
行
う
。

室
内
の
酸
素
が
不
足
す
る
と
一

酸
化
炭
素
な
ど
が
発
生
し
、
中

毒
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
。

使
用
方
法

▼
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、

正
し
い
方
法
で
使
用
す
る
。

▼
給
油
す
る
場
合
は
、
必
ず
ス

ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
、
火
が
消

え
た
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
給

油
す
る
。

▼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ

た
を
確
実
に
締
め
る
。

▼
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
の
器
具

を
使
用
す
る
。

点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

▼
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

▼
外
出
時
や
就
寝
時
に
は
、
必
ず

消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

設
置
方
法

▼
地
震
な
ど
の
揺
れ
で
、
転
倒
し

な
い
よ
う
に
固
定
す
る
必
要
の

あ
る
ス
ト
ー
ブ
は
し
っ
か
り
固

定
す
る
。
ま
た
、
煙
突
が
つ
い

て
い
る
も
の
は
、
指
定
の
金
具

や
支
線
な
ど
を
使
用
し
て
固
定

す
る
。

点
検
・
整
備

▼
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
使
用
す
る
前

に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
点
検
・
整

備
を
行
い
、
故
障
し
て
い
る
場

合
は
販
売
店
な
ど
に
修
理
を
依

頼
す
る
。

危
険
物
の
保
管

▼
灯
油
を
保
管
す
る
容
器
は
、
金

属
製
、
ま
た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
、
安
全
性
に
係
る
推
奨

マ
ー
ク
ま
た
は
、
認
定
証
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し

て
、
必
ず
ふ
た
を
し
っ
か
り
締

め
る
。

▼
容
器
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら

遠
ざ
け
て
、
直
射
日
光
の
当
た

ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
に

置
く
。

▼
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り

し
な
い
場
所
に
保
管
す
る
。

危
険
物
の
運
搬

▼
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
灯
油
を
購
入

し
て
乗
用
車
に
積
ん
で
搬
送
す

る
場
合
、
容
器
の
ふ
た
を
確
実

に
締
め
る
。
給
油
ノ
ズ
ル
を
つ

け
た
ま
ま
運
搬
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
走
行
中
、
容
器
が
転
倒
・
落
下

ま
た
は
、
容
器
か
ら
灯
油
が
漏

れ
た
り
、
飛
散
し
な
い
よ
う
容

器
を
ケ
ー
ス
に
収
納
す
る
な
ど

し
っ
か
り
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
電
気
毛
布

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
と
併
用
し
て
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

や
就
寝
時
に
電
気
毛
布
を
使
用
し

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
重
い

家
具
な
ど
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
重
量
以
上
の
も
の
を
カ
ー
ペ
ッ

ト
上
に
置
く
と
、
内
部
の
ヒ
ー

タ
ー
線
を
傷
め
、
断
線
す
る
な
ど
、

火
災
の
原
因
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
長
年
使
用
し
て
い
る

電
気
毛
布
は
、
使
用
前
に
内
部

の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
ね
じ
れ
た
り
、

偏
っ
た
り
し
て
い
な
い
か
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

表
面
に
キ
ズ
や
破
れ
が
あ
っ
た

り
、
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
露
出

し
て
い
る
場
合
は
危
険
で
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

電
気
こ
た
つ

比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
る
電
気

こ
た
つ
で
す
が
、
使
用
方
法
を
誤

る
と
火
災
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
衣
類
や
布
団
、
座
布
団
を
中
に

入
れ
た
り
、
押
し
込
ま
な
い
。

▼
電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

下
敷
き
に
し
な
い
。

▼
コ
ー
ド
が
異
常
に
熱
か
っ
た
り

傷
ん
で
い
た
ら
使
用
を
中
止
す

る
。

▼
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
に
ほ

こ
り
や
紙
く
ず
な
ど
の
異
物
が

な
い
か
確
認
す
る
。

▼
改
造
し
た
り
、
自
分
で
修
理
し

た
り
し
な
い
。

▼
就
寝
用
と
し
て
使
用
し
な
い
。

▼
乳
幼
児
だ
け
で
使
用
し
な
い
。

▼
外
出
や
長
時
間
離
れ
る
場
合
は

必
ず
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

プ
ラ
グ
を
抜
く
。

い
ず
れ
の
器
具
を
使
用
す
る
場

合
も
過
信
は
禁
物

で
す
。

思
い
込
み
で
操

作
せ
ず
、
し
っ
か

り
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

未
然
に
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う秋の城下を駆け抜けた

第２８回彦根シティマラソン

11
月
９
日
、
県
立
彦
根
総
合
運
動
場
周

辺
で
彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
か
れ
、

３
、
５
９
６
人
が
晩
秋
の
城
下
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

小
雨
で
肌
寒
い
気
温
の
中
、
参
加
者
は

沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の

45
団
体
・
４
２
０
人
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
、選
手
受
付
や
、コ
ー

ス
内
の
誘
導
な
ど
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
恒
例
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
雨
で
冷
え
た
ラ
ン
ナ
ー
の
体
を
温
め

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
走
り

き
っ
た
達
成
感
で
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

交
通
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発
動
画

滋
賀
大
生
作
品
が
優
秀
賞
を
受
賞

11 月１日、滋賀大生のグループが本田技研
工業株式会社が主催する『こんなときが危な
い！「交通安全動画・ポスター」コンテスト』
で優秀賞を受賞しました。

これは、滋賀大学経済学部就業力育成支援室
が実施する講義の一環で作成されたもので、
交通対策課も協力しました。

講義を受講した学生はチームに分かれ、動画
の構成や撮影、編集作業を全て自分たちで行い
ました。

受賞動画を作成したグループの一人である古
川奏

かな

子
こ

さんは、「自分たちに身近な『歩きスマ
ホ』をテーマに選びました。交通事故防止に何
が必要か考えることで、ふだんの行動を見直す

きっかけになりました。」と話しました。受賞動
画は、下記ののＵＲＬで視聴できます。

www.honda.co.jp/safetyinfo/movie_contest/

▲受賞を知らせるインターネットページの前で笑みを
こぼす学生たち（左から古川さん、田中さん、片山さん）

「
好
成
績
を
励
み
に
も
っ
と
が
ん
ば
り
ま
す
」

障
害
者
競
技
会
の
成
績
報
告

11 月に開かれた全国障害者スポーツ大会
（長崎がんばらんば大会）の陸上競技（砲丸投げ、ジャ
ベリックスロー）で、金・銀メダルを獲得した
岸田清

きよ

次
つぐ

さん（写真右）と、スペシャルオリン
ピックス日本夏季ナショナルゲーム・福岡のバ
スケットボール競技で優勝した滋賀県代表の
首
す

藤
とう

勇真さんが、11 月 20 日に市役所を訪問
して市長に成績を報告しました。

両大会は、障害者スポーツの国内最大級の大
会で、全国各地から多くの選手が集まります。

砲丸投げで金メダルを獲得した岸田さんは、
「今大会はベストに近い記録を出して優勝する
ことができました。来年は、全国記録を目標に

頑張ります」と、来年に向けて意気込んでいま
した。
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坂
東
　
龍

り
ゅ
う

次じ

郎ろ
う

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

畑  

奏そ
う

佑す
け

ち
ゃ
ん

（
大
堀
町
）

金
本 

崚り
ょ
う

ち
ゃ
ん

（
古
沢
町
）

以
前
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
彦
根
市
の
ご
み
の
排
出

量
は
、年
間
約
４
万
ト
ン
で
、１

人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
は
、

全
国
平
均
よ
り
も
多
く
、
滋
賀

県
の
各
市
町
の
中
で
、
い
ち
ば

ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
経
費
は
１
年
間
で

約
12
億
円
に
な
り
ま
す
。

上
表
は
、
彦
根
市
の
１
人
当

た
り
の
ご
み
排
出
量
と
、
処
理

経
費
の
２
年
間
分
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
表
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
１
人
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
と
処
理
経
費
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

ご
み
処
理
に
は
、
膨
大
な
コ

ス
ト
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
る

た
め
、
ご
み
の
削
減
は
大
き
な

課
題
で
す
。
彦
根
市
の
限
ら
れ

た
財
源
を
ム
ダ
な
く
使
う
た
め

に
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
物
を
買
う
と
き
、
捨
て

る
と
き
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣

い
が
、
ご
み
減
量
に
結
び
つ
き

ま
す
。　
　

ご
み
を
減
ら
し
て
、
資
源
を

有
効
に
使
う
た
め
に
私
た
ち
が

出
来
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
24
回　
　

１
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
と
処
理
経
費

１人あたりのごみ
排出量（年間）

１人あたりのごみ
処理経費（年間）

平成24年度

360kg

10,897円

平成25年度

380kg

11,158円

20kg増加

261円増加

「食中毒は夏の暑い時期だけ気をつければいい」と
思っていませんか？

ノロウイルスによる食中毒は近年、1 年を通して発
生しています。特に 11 月から 2 月の秋から冬にか
けて多発する傾向が見られます。ノロウイルスは手指
や食品などを介して、口から感染し、ヒトの腸管で増
殖し、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。

健康な人は、ほとんどが軽症で回復しますが、子ど
もやお年寄りなどは重症化したり、おう吐物を誤って
詰まらせて死亡することもあります。

次の予防対策を徹底しましょう。
ノロウイルスの原因食品
▶ウイルスを保有した調理者などを介して二次汚染さ

れた食品
▶二枚貝（生食の場合）

主な症状
潜伏期間は、24 ～ 48 時間（平均 36 時間）で吐き気、
おう吐から始まり、下痢、腹痛、発熱などの風邪に似
た症状がでます。
予防のポイント
●手洗いをしっかり行いましょう

調理の前後やトイレの後、食事前などは、手指を
石けんで丁寧に 30秒以上洗い、手指についたウイ
ルスを流水で完全に洗い落としましょう。またタオ

ルの共用はやめましょう（消毒用石けんやアルコールは
ノロウイルスには効きません）。

●食品は十分に加熱しましょう
食品についたウイルスを殺菌するには、加熱処理

が有効です。中心部までしっかり（85 度で 90 秒以上）

加熱しましょう。
●体調が悪い時は休みましょう

下痢やおう吐などの症状があるときは、食品を二
次汚染させる可能性があるため調理作業をしないよ
うにしましょう。家族に症状がある場合にも感染し
ている可能性があるため注意しましょう。

●食器・調理器具の消毒を行いましょう
調理器具の消毒は熱湯または次亜塩素酸ナトリウ

ムの消毒液（塩素系漂白剤）で十分消毒し流水で洗浄
しましょう。

●おう吐物の処理について
ふん便やおう吐物の中には多量のウイルスが排出

されるので、換気をじゅうぶんに行い、手袋とマス
クを着用したうえで速やかに処理しましょう。吐い
た物や便の処理をするときは、ペーパータオルで静
かに拭き取り、0.02％次亜塩素酸ナトリウムに浸
し、ビニール袋に密封して捨てましょう。床は消毒
後に水拭きしましょう。

ノロウイルスによる食中毒の予防
〜ウイルスによる食中毒が冬に多発しています〜

最
初
は
３
千
円
の
修
理
契
約
が
、
翌
日
に
は
、
総

額
３
０
０
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契
約

を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

突
然
自
宅
を
訪
問
し
て
、「
修
理
し
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場

で
契
約
を
結
ば
せ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
手
口
で
す
。

業
者
の
説
明
が
事
実
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

決
し
て
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
相
手
の
言
う
こ

と
が
事
実
な
の
か
、
必
要
な
工
事
か
ど
う
か
な
ど
を
、

家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

工
事
を
頼
む
際
に
は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

訪
問
販
売
の
場
合
、

工
事
が
終
わ
っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

第7
1回

突
然
自
宅
に
訪
問
す
る

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業
者
に
ご
用
心
！

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

あ
る
金
曜
日
の
午
後
３
時
半
頃
、　

修
理
業
者

ら
し
き
男
が
自
宅
に
訪
ね
て
き
た
。「
こ
の
近
く

で
工
事
を
し
て
い
る
。壁
が
落
ち
て
い
る
の
で
３

千
円
で
修
理
を
し
な
い
か
」と
言
わ
れ
た
。
３
千

円
で
修
理
し
て
も
ら
え
る
の
な
ら
安
い
と
思
い
、

工
事
を
依
頼
し
た
。
男
は
、「
今
日
の
夕
方
に
工

事
に
来
る
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

夕
方
５
時
す
ぎ
に
、今
度
は
男
３
人
で
修
理
に

来
た
。「
他
の
所
も
見
て
よ
い
か
」
と
言
う
の
で
、

見
る
だ
け
な
ら
か
ま
わ
な
い
と
思
い
、了
承
し
た
。

１
人
の
男
が
、
壁
を
修
理
し
て
い
る
間
、
別
の
男

が
屋
根
に
上
が
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。そ
の

写
真
を
見
せ
ら
れ
、屋
根
が
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
た

の
で
驚
い
た
。男
は
す
ぐ
に
見
積
も
り
が
で
き
る

と
言
う
の
で
、
見
積
書
を
出
し
て
も
ら
う
と
、
修

理
代
金
は
47
万
円
だ
っ
た
。支
払
え
る
金
額
だ
っ

た
の
で
契
約
書
に
印
鑑
を
押
し
た
。

翌
日
、男
が
修
理
を
し
な
が
ら
「
屋
根
は
15
年

ご
と
に
修
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
、修
理
を

し
て
お
く
と
ず
っ
と
大
丈
夫
だ
」
と
言
う
の
で
、

見
積
書
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。見
積
額
は
２
８
０

万
円
だ
っ
た
。
高
額
だ
っ
た
が
、修
理
す
れ
ば
こ

れ
か
ら
先
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
思
い
、契
約

書
に
印
鑑
を
押
し
た
。

す
る
と
男
か
ら
、「
金
額
が
大
き
い
の
で
、
明

日
現
金
で
半
額
支
払
っ
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
。

「
明
日
は
日
曜
日
な
の
で
、
支
払
い
は
月
曜
日
に

し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
。

不
安
を
感
じ
て
、
高

額
な
契
約
を
し
た
こ
と

が
心
配
に
な
っ
た
の
で
、

支
払
う
前
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
へ
相
談
を
し

た
。

市
立
病
院
　

糖
尿
病
教
室（
後
期
）

糖
尿
病
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

治
療
効
果
や
予
防
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。
無
料
で
受
け
ら
れ
る
血

糖
値
測
定
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

内
容　
「
冬
の
食
べ
物
と
糖
尿
病

〜
お
鍋
を
お
い
し
く
食
べ
よ

う
！
〜
」　

ほ
か

講
師　

管
理
栄
養
士
、
皮
膚
科
医

師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士

日
時　

12
月
12
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
同
４
時
30
分

場
所　

市
立
病
院
３
階　

講
堂

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
外
来

１
ブ
ロ
ッ
ク
☎
22-

６
０
５
０

（
内
線
１
３
０
２
）（
月
〜
金
曜
日
午

後
１
時
〜
同
５
時
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
2
3
号

（
平
成
2
6
年
1
2
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,4
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成26年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,734 人 （+ 112）
　 55,661 人（+ 69）

57,073 人（+ 43）
45,366 世帯 （+ 70）

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金
申請は 12 月 26 日㈮ まで

申請期限を過ぎると、
給付金を受け取ることができません。

受付場所　 臨時給付金支給室（市役所 3階）
受付時間　▶平　日　8：30 〜 17：15（木曜日は 19：00 まで）　

　　　　   ▶土曜日　9：00 〜 12：00
問い合わせ先　 臨時給付金支給室　フリーダイヤル☎ 0120-1528-90

表
紙
の
写
真
は
、
色
づ
い
た

木
々
に
彩
ら
れ
た
玄
宮
園
か
ら
仰

ぎ
見
る
彦
根
城
天
守
で
す
。

毎
年
、
玄
宮
園
で
は
紅
葉
の
季

節
に
合
わ
せ
て
、
夜
間
に
特
別
公

開
を
し
て
い
ま
す
。

玄
宮
園
の
名
前
は
、
古
代
中
国

の
宮
廷
に
付
属
し
た
庭
園
を
「
玄

宮
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
大

な
池
泉
を
中
心
に
池
中
の
中
島
や

入
江
に
架
か
る
９
つ
の
橋
な
ど
に

よ
り
、
変
化
に
富
ん
だ
景
色
を
楽

し
め
る
回
遊
式
の
庭
園
で
す
。

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
12
月

７
日
㈰
ま
で
行
わ
れ
、
午
後
６
時

〜
同
９
時
（
入
場
は
午
後
８
時
30
分

ま
で
）。
入
場
料
は
大
人
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
は
２
０
０
円
で
す
。

錦
秋
の
玄
宮
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

衆議院議員総選挙、最高裁判所裁判官国民審査

投票日 12 月 14 日㈰
期日前投票　12月3日㈬〜同13日㈯
（最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は、12 月 7 日㈰から）

▶彦根市役所　8：30 〜 20：00
▶稲枝支所　　8：30 〜 17：00
▶ビバシティ彦根 2 階研修室（ちびっこ広場横） 12月10日㈬〜13日㈯10：00〜19：00

問い合わせ先　 選挙管理委員会事務局☎ 30-6131、FAX23-4551

【投票率のアップをめざして、みんなで投票に行きましょう】


